平成19年度日本OP協会年次総会議事録
開催日時：　平成19年11月3日 （土）19:00～20:45

開催場所： 花菱ホテル　会議室

審議に先立ち、OP協会事務局丸田より次の報告があった。

評議員総数49名、出席票議員数42名（内委任状出席23名、議決権行使1名）でOP協会規約第21条 – 1）（総会の定足数及び議決方法）を満たしおり本総会が成立したこと。

OP協会会長が所要で出席されなくなったため、占部副会長が議長に選任される予定のところ、体調不良のため、国見理事長が議長代行となり審議に入ることが賛成多数で承認された。また、議事録作成をOP協会事務局（丸田郁朗）、署名人を青山義弘氏（東日本）及び仲野薫氏（西日本）として、審議に入った。
議題1　（平成19年度各委員会活動報告）及び議題2（平成20年度各委員会活動計画報告）が一括して審議された。

レース委員会、ルール計測委員会、強化海外派遣部会、普及 育成 広報部会、総務　財務委員会の順で各理事からの活動及び計画の報告があり、賛成多数で全て承認された。

総会資料（原案）につての主な補足説明は次の通り。

レース委員会

第16回全日本オープン選手権は関水連（関東水域OP連絡会）が開催することになり、開催地は検討中であること、第40回全日本大会は名古屋（海陽ヨットハーバー）での開催が計画段階であることが報告された。ホストクラブは、なごやジュニアヨットクラブの予定。
ルール計測委員会
本来の形になり、公式計測員については、OP協会がJSAFに推薦して認定されることになった。準計測員については従来どおり、OP協会で認定する。
平成20年1月に神奈川県連と連携して計測講習会の開催を予定している旨の報告有があった。

強化海外派遣部会

海外の大会に参加するクラブもあり、OP協会で活動を把握したいために昨年同様海外派遣届出書の提出を求めることにした。

総務　財務

新人獲得の意味で、ヨット教室につては普及ではなく総務　財務扱いとした。
ヨット教室開催希望のクラブがあればご連絡いただきたい。

議題3（平成19年度会計報告）及び　議題4（平成20年度予算案報告）が一括審議された。
会計担当理事から詳細な報告があり承認された。

訂正箇所は次の通り。

13ページの支出明細（2007年度実績）の一般経費のうち「会費（JODA等）」は「会費（IODA等）」に訂正。

議題5（平成19年度監査報告）

赤津監事から子供夢基金の新たな会計処理方法の説明あり。
子供夢基金から本年6月に会計監査を受け、特に問題は無かった事が国見理事長から報告され、会計方法についての補足説明があった。
議題6（規約改正 – クラブ会員と選手会員の登録について）

原案に対する反対意見は無く、満場一致で規約改正は承認された。
第7条、第8条の補足説明（新たな項目）は次の通り。
選手会員は安全面、指導面等を勘案してクラブに所属しクラブの選手として活動するのが望ましいとのOP協会理事会の決定でこの規約を明文化したい。

尚、第9条を第11条として、後の各条の番号を訂正（ミスプリント）。
議題7（規約改正 – クラブの資格停止について）

原案に対する反対意見は無く、満場一致で規約改正は承認された。
議題8（役員改選）

6名全ての立候補者は立候補者の基準を満たしている旨の確認及び報告が選挙管理委員長からあり、6名全員が満場一致で承認された。

尚この度、承認された理事は以下の通り。

濱本徹夫（再任）、丸田　郁朗（再任）、丹羽　英夫（再任）、
牟田口　利彦（新任）、矢野　壮一郎（新任）、榊原　和久（新任）

上記の通り、全ての議案は原案通り承認された。

規約により、第一回の理事会を開催するため、総会は一時休憩に入り第一回の理事会が開かれた。結果、理事長には国見悦朗氏、会計担当理事には仲野佐代子氏の再任が決定し、その旨が再開後の総会にて報告され、平成19年度日本OP協会年次総会は終了した。

議事録作成日：　平成19年11月3日

作成者：　丸田　郁朗（事務局長・理事）　

議事録署名人：　青山　義弘（評議員）

　　　　　　　　仲野　　薫（評議員）　
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